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Natural Ecological Garden Sanuki Woodsかわら版

参加無料

号

しぜんせいたいえん

もり

冬

新型コロナウイルス感染防止のため、ご理解ご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントは変更または中止になる場合がございます。 予めご了承ください。 

体調不良の場合には
来園をお控えください。

マスクの着用を
お願いいたします。

手洗い・手指の消毒を
お願いいたします。

人と人との間隔を空けて
ご利用ください。

2021年12月、2022年1・2月

手作り体験プログラム
てづく たいけん

森の体験プログラム
もり たいけん

その他
た

このかわら版は、「まんのう公園インタープリター・ボランティアの会」、「国営讃岐まんのう公園さぬきの森の会」の皆様のご協力を頂いております。 インタープリター・ボランティア養成講座
目的　インタープリター活動に興味がある方に、気軽に活動を体験し、活動内容をご理解いただく講座です。
募集　随時受付　　対象　高校生以上の方

あなたも自然を伝える活動に参加しませんか！
しぜん つた かつどう さんか

ようせい こうざ

かつどう

かつどう きょうみ かた き がる かつどう たいけん かつどうないよう りかい こうざ

うけつけずいじ こうこうせいいじょう かた

ちしき ぎじゅつ まな

えんない し ぜん れき し ぶん か ち しき

はいけい ふく

つた ひと よ

しぜん たい きょうみねんかん つう ようせいこうざ ふか どうじ

インタープリターは、一般的に〈通訳〉と表現

されていますが、国営讃岐まんのう公園では

園内の自然や歴史・文化を知識のみではなく、

その背景にあるメッセージを含めてわかりやす

く伝える人をインタープリターと呼んでいます。

いっぱんてき つうやく ひょうげん

こうえんこくえいさぬ き

年間を通じての養成講座にて、自然に対する興味を深めると同時に、インタープリター・ボランティア

として活動するための知識・技術を学びます。

インタープリターとは
「自然案内人（しぜんあんないにん）」です

ガイドプログラム

イベント

いっしょ たの しぜんせいたいえん さんさく
インタープリターと一緒に楽しく自然生態園を散策します。

※但し、年末年始(1/2～1/9)を除く。
○定 各回10名　○申 当日受付

○定 …定員
○申 …申込方法
○集 …集合場所

自然生態園ガイドウォーク
し ぜん せい たい えん

湖畔遊歩道ウォーク
こ はん ゆう ほ どう

土日祝 10:30～12:00、13:30～15:00

かん

かんきょうきょういく じっし

みず きあるまんのういけてんぼうゆうほどう
満濃池展望遊歩道を歩きながら、水や木に関する
環境教育プログラムを実施します。

○定 20名　○申 当日受付
12月4日（土） 10:30～12:00

ふだんこうかい

あんない
インタープリターが普段公開していないエリア
（入退園申請エリア）を案内します。

○定 各回10名　○申 当日受付

さぬきの森ガイドウォーク
もり

12月26日（日）、1月22日（土）、
2月20日（日）
10:30～12:00、13:30～15:00

※入園料・駐車料金が
　別途必要となります。

2021年12月、2022年1・2月

12月11日（土）、1月8日（土）、
2月12日（土） 13:00～14:30

じゅく

野生の生きものを楽しく学びます。
やせい い まなたの
プロジェクト・ワイルド 自然発見塾

しょうがつかざ

ネイチャークラフト お正月飾りをつくろう

し ぜん はっ けん

動植物体験プログラム
どうしょくぶつたいけん

12月11日（土） 16:00～18:00

かんさつかい

さぬきの森で、ムササビの観察会を実施します。
もり かんさつかい じっし

ムササビ観察会

12月11日（土） 10:00～12:30

ヒノキの薪割り体験＆焼き芋づくり

たんけんたい

それゆけ！きこり探検隊

親子で斧を使った薪割り体験と焼き芋づくりをします。
おの つか まきわ たいけんおやこ いもや

○定 20名　○料 200円/人　○申 事前電話予約

○定 なし　○料 無料　○申 当日受付

まきわ や いもたいけん

2月12日（土） 10:00～12:30

冬の野鳥観察＆シイタケ管理
親子で野鳥観察とシイタケの菌打ち体験をします。

やちょうかんさつおやこ きんう たいけん

○定 20名　○料 200円/人　○申 事前電話予約

かんさつ かんりふゆ やちょう

1月30日（日） 10:00～12:00

バイオネスト（生きものの住処をつくろう）
さぬきの森で間伐材や落枝、落ち葉を使いバイオネストづくりをします。

落ち葉を使った焼き芋体験も実施します。

もり かんばつざい おちえだ

お ば つか や いもたいけん じっし

お ば つか

○定 10名　○料 200円　○申 当日受付

い すみか

○定 20名　○料 100円/人　○申 事前電話予約

2月11日（金祝） 13:00～15:00

た い たんけんたい ふゆへん

冬の田んぼに棲んでいる生きものを観察します。 
ふゆ た す い かんさつ

田んぼの生きもの探検隊（冬編）

○定 20名　○料 100円　○申 事前電話予約

12月25日（土）～1月10日（月祝） 10:00～16:00
竹馬、竹トンボ、羽根つきなど懐かしい昔遊びを体験

できます。

たけうま たけ は　ね むかしあそなつ たいけん

うさぎさんにエサやり体験できます。
たいけん

遊びの楽校
あそ がっこう

○定 各日10名　○料 無料　○申 当日受付

○定 各日5組　○料 無料　○申 当日受付

1月2日（日）、1月3日（月） 13:00～

平日 11:00～

自然生態園やさぬきの森にちなんだかるたをします。
しぜんせいたいえん もり

自然生態園かるた大会
しぜんせいたいえん たいかい

うさぎのもぐもぐタイム

ざい くたけ

1月23日（日） 10:00～12:00

さとやま しぜん かんさつかい

里山自然観察会

自然生態園、さぬきの森を散策しながら野鳥の

観察をします。 

しぜんせいたいえん もり さんさく やちょう

かんさつ

○定 20名　○料 無料　○申 事前電話予約

バードウォッチング

さとやまでんしょうたいけん

里山伝承体験

竹細工をしよう

12月25日（土）、1月9日（日）、2月13日（日）、
2月20日（日） 10:00～13:00

さとやませいかつたいけん

里山生活体験

自分でうどんを作り、味わおう！
じぶん あじつく

○定 各日4組　○料 200円/玉　○申 事前電話予約

うどんをつくろう

2月19日（土） 13:00～15:00

かんさつかいふゆめ

冬芽をさがしながら自然生態園を散策します。
ふゆめ じぜんせいたいえん さんさく

冬芽の観察会

○定 20名　○料 無料　○申 事前電話予約

2月23日（水祝） 10:00～12:00
たまご かず しら

この時期に産卵するカエルの卵塊数を調査します。
じき さんらん らんかいすう ちょうさ

かえるの卵の数を調べよう
○定 5組　○料 100円　○申 事前電話予約

2月5日（土）  10:00～、11:00　13:00～、14:00～

こ あめいし

大豆をひいてきな粉を作り、きなこ飴にします。
だいず こ つく あめ

石うすできな粉飴をつくろう

○定 各回3組　○料 300円/袋　○申 事前電話予約

1月29日（土） 10:00～12:00

お ば や いも

みんなで落ち葉を集めて、焼き芋を食べます。
お ば あつ や いも た

落ち葉かきと焼き芋

○定 20名　○料 200円/人　○申 事前電話予約

12月12日（日）、1月30日（日）、
2月23日（水祝）
10:00～12:00、13:00～15:30
○定 各回25名　○料 100円/作品　○申 当日受付

○定 各日20名　○料 100円/人　○申 事前電話予約

貯金箱、竹トンボなど竹を使って作る体験

をします。

ちょきんばこ たけ つか つく たいけんたけ

ふるさときょうしつ

おばあちゃんの古里教室

ジャムをつくろう

12月2日（木）
13:00～15:00
○定 6名　○料 200円/人
○申 事前電話予約

園内で取れた果実を使って

ジャム作りの体験をします。

えんない かじつ つか

づく たいけん

と

はごいたかざ

飾り羽子板をつくろう

12月18日（土） 13:00～15:00
○定 10名　○料 600円/作品
○申 事前電話予約

干支にちなんだ寅の羽子板を作り
ます。

えと とら はごいた つく

12月19日（日） 10:00～12:00、13:00～15:00
○定 各回20名　○料 300円/作品　○申 事前受付

自然の素材を使ってお正月飾りを作ります。
しぜん しょうがつかざ つくそざい つか

0877-79-1807
〒766-0023　香川県仲多度郡まんのう町吉野4243-12
各種イベントの事前ご予約はこちらまで↓

FAX：0877-79-1704
ホームページ：https://sanukimannopark.jp

Facebookはこちらから↓

自然生態園

202112  9,000

さぬきの森の会 会 員 募 集
国営讃岐まんのう公園さぬきの森で、森づくりや森林体験イベ

ントなどの活動を行う「さぬきの森の会」の会員を募集中です。

興味のある方、詳しい内容を知りたい方は、是非、自然生態園

までご連絡ください。

もり かい かい いん ぼ しゅう

こくえいさぬき

かつどう おこな

くわ ないよう し かた ぜ   ひ し ぜんせいたいえん

れんらく

もり かい かいいん ぼしゅうちゅう

きょうみ かた

こうえん もり もり しんりんたいけん

（写真は昨年の作品です。）



しぜんせいたいえん

もり

入退園申請エリア
このエリアは、
さぬきの森ガイドウォーク
　　でご案内します。
　　　日時は、表面の
　　　イベント案内をご参照ください。

N

・動植物は、管理されているため採取は禁止となっております。

・自然環境を保つため、かぶれやすい木やマムシ、スズメバチ

　など危険な動植物も生育・生息しています。ご注意ください。

・生態系保護のためペット類の持ち込みはできません。

・足元は、ウォーキングに適した靴を履いてください。

・さぬきの森へは、閉園１時間前までにお入りください。

　お車、自転車での入場はできません。

どうしょくぶつ かんり さいしゅ きんし

しぜんかんきょう たも き

きけん どうしょくぶつ

ほごせいたいけい るい も こ

もり

くるま にゅうじょうじてんしゃ

へいえん じかんまえ はい

くつ はあしもと てき

せいいく せいそく ちゅうい

お客様へお願い冬

自然生態園の田んぼ
ジャコウウシ
の作戦

　自然生態園では、南の谷にある田んぼで稲（古代米）を栽培していま

す。この田んぼでは、里山の生態系をより豊かにするために様々な工

夫をしています。

●冬水田んぼ／一般的な日本の田んぼでは、田植えのあとは、より多

くの収穫を得るために水を管理しています。秋の収穫時期には、作業

がしやすいように水を抜き、春まで水を入れることはありません。自

然生態園では、稲刈りが終わった後も田んぼに水を入れておき、冬で

も水をいれたままにしています。これを「冬水田んぼ」といい、冬の間

に水辺に卵を産む生きものや田んぼに生息する多くの生きものたちが

命を繋ぐ環境をつくっています。（2月に観察会を実施）

●不耕起栽培／一般的な日本の田んぼでは、春になると冬の間に水を

抜いていた田んぼを耕します（田起こし）。田植えの前には、水持ちを

良くして稲の苗が均等に育つように、田んぼ

に水を入れて土を細かく砕く作業（代掻き）を

行います。自然生態園の冬水田んぼでは、カエルの卵やオタマジャクシの

ほか、様々な水生昆虫やメダカが活動しています。田んぼの土も田植えに

適した状態で保たれていることから、この環境を守るため、田んぼを耕さ

ずにそのままの状態で田植えを行う不耕起栽培を行っています。

●無農薬等／農薬や化学肥料は一切使っていません。田んぼに生えてくる

他の植物は、すべて手作業で草抜き作業を行っています。自然のままでの

稲作を行うことで、生きものが豊かな田んぼとなっています。

　このような田んぼのお話についても、土・日・祝日に開催しているガイ

ドウォークで解説をしています。是非、自然生態園を散策しながら、なつ

かしい讃岐地方のため池のある里山をお楽しみください。
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制限時間を設け、子牛が食べられた

り、オオカミが死ぬとゲーム終了。

ジャコウウシとオオカミそれぞれの

意見を問う。お互いが生き残るため

には、どうすればいいのかをみんな

で考えてみましょう。実際は、オス

もメスもオオカミに立ち向かうので

すが…。

しゅうりょう

せいげんじかん

し

もう こうし た

いけん と たが い のこ

ニホンアカガエル
の卵塊と成体
2月～3月／北の谷、南の谷

動物

キタキチョウ
自然生態園全域

昆虫

2

1 参加者に世界最北端に生息するジャコウウシについて解説し、

その生態について理解を深めてもらいます。ジャコウウシは、氷点下40℃でも生きられる強い牛です。

参加者の中から、ジャコウウシのメス4、オス2、子ウシ３の家族とオオカミ１を募ります。メス200kg、オス400kg、

子10kg。オオカミが子牛を狙いに来ると、メスは、子を取り囲み、オスは円陣の外でオオカミと戦うことを前提に、

それぞれのルールを説明します。ジャコウウシは、えさのチップを3個とらないと生きていけません。メスは、円陣を

組むと足は固定、上半身、肩しか動かせず、オスは、円陣から1歩前で時計回りにしか回れません。子牛は、両手をメ

スの肩に乗せ、バンダナを腰にぶら下げます。オオカミは、バンダナを腰にぶら下げ、自由に動くことができます。オ

ス牛をかいくぐり、子牛のバンダナを取ると食べたことになるが、オス牛にバンダナを取られたら死ぬことになります。
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た むか

じっさいかんが
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し ぜん

さく せん

せい たい えん た

アカマツ林 常盤木の丘
さぬきの森

風景

さぬきの森周辺は、昔からアカマツが多いエリアでしたが松くい

虫により多くのマツが枯れてしまいました。松くい虫に強いマツ

苗を植えて元のような立派なアカマツ林の再生を行っています。

まつ むし つよむし おお

むかし おお まつもりしゅうへん

りっぱ りん

か

うなえ もと さいせい おこな

コバノガマズミ
11～2月／
南の台地、逆様池周辺

植物

ソヨゴ植物

常緑広葉樹で、冬でも緑色の葉をつけていま

す。赤い実はよく目立ち、野鳥たちにとって

冬の間の貴重な食べ物となっています。

12月～3月／自然生態園・さぬきの森

トピックスアクティビティ

成虫越冬する蝶です。冬の間は

草陰などで身を潜めてじっとし

ています。早春の暖かな日には

スミレなどで吸蜜する姿が観ら

れます。

せいちゅえっとう ちょう

みきゅうみつ すがた

み ひそ

あたたそうしゅん ひ

ふゆ あいだ

くさかげ

冬の夜、いったん冬眠から目覚めて田んぼや湿地の水たまりに卵

を産みます。一匹のメスの産む卵は400～700個で、産卵後は暖か

くなるまでふたたび冬眠につきます。

よるふゆ

う さんらんご あたたいっぴき う たまご こ

とうみん

とうみん しっち みず たまごめ　ざ た

セトウチ
サンショウウオ
の卵塊と成体
1月～2月／南の谷、東の谷

動物

体長10～12センチくらいの小型のサンシ

ョウウオ。ニホンアカガエルと同じよう

に、一旦冬眠から目覚めて産卵します。

卵は水中の小枝や石に産み付けられます。

たいちょう

おな

さんらんいったん め　ざとうみん

たまご こえだ いしすいちゅう

こがた

う つ

アオサギ
1月～／南の谷・逆様池

動物

正面からは白く見えますが、横、後

ろからは灰色に見えます。成鳥では

首が白く、頭に黒い冠羽があります。

首や足が長く（首を縮めているもの

もいる）、長めの鋭いくちばしで、

魚などをとります。

しょうめん

はいいろ み せいちょう

しろくび あたま くろ かんう

くび あし なが くび ちぢ

なが するど

しろ み よこ うし

さかな

ミヤマホオジロ　
12月～3月／自然生態園・さぬきの森

動物

冬鳥。林の周りの草むらでチッチッと鳴いて

いて、頭の羽が冠のように立ち黄色い模様が

特徴です。草の中を歩きながら、草のタネや

虫を食べています。

ふゆどり

た きいろ もようあたま はね かんむり

あるとくちょう くさ なか くさ

むし た

はやし まわ くさ な

ルリビタキ
12月～3月／自然生態園・さぬきの森

動物

冬鳥。オスは写真のような「青い鳥」ですが、こ

のような色になるには生後4～5年かかります。

メスや若いオスは、地味なオリーブ色です。

ふゆどり

いろ せいご ねん

わか じみ いろ

しゃしん あお とり

赤く色づいた実は、甘酸っぱく、野

鳥たちの大好物。食べられた実の中

にある種子は糞といっしょに地面に

落ちて、春にはそこから新しい芽を

出します。

いろ み あまず やあか

だ

た　ね ふん じめん

お はる あたら め

だいこうぶつ み なかちょう た

ふゆ は

あか

じょうりょくこうようじゅ みどりいろ

あいだ きちょう

み

ふゆ た もの

やちょうめ　だ

ヤブツバキ植物

山地に生える常緑の高木または低

木です。2～3月頃に赤色の花を

咲かせます。蜜が豊富なので、メ

ジロなどが吸蜜に訪れます。

2月～3月／さぬきの森
こうぼくじょうりょく

きゅうみつ おとず

さんち は てい

みつ

がつごろぼく

さ ほうふ

はなあかいろ

ときわ ぎ おかりん

らんかい せいたい

らんかい せいたい


